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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

海と地球の
シンポジウム2021

　この度，東京大学大気海洋研究所（AORI）
と 海 洋 研 究 開 発 機 構（JAMSTEC） は，
JAMSTECが運用する研究船等を利用し，全
国の研究者・技術者・学生等により行われた
研究や技術開発の成果報告会として，「海と
地球のシンポジウム2021」を開催いたします．
　本シンポジウムは，研究船等を利用する多
様な分野における最近の成果が発表され，分
野横断的な意見交換などにより新たな研究・
技術開発のきっかけを得る機会となることを
目指しています．
　研究船等を利用された皆様に積極的に成果
を発表いただくとともに，研究船等をまだ利
用されたことのない研究者・技術者・学生等
の皆様にぜひご参加いただきたく，ご登録を
お待ちしております．
開催日：2021年12月20日（月）～12月21日（火）
開催方法：実会場とオンライン会場を使った
ハイブリッド形式　※感染症の状況により変
更・中止する場合があります．
実会場：東京大学 伊藤謝恩ホール（〒113-
0033東京都文京区本郷 7-3-1）
オンライン会場：準備中
発表課題募集：2021年8月13日（金）～9月17
日（金）
参加登録：無料，2021年11月中頃より受付開
始予定
詳細は次のホームページをご覧ください．
https://www.jamstec.go.jp/j/pr-event/
ocean-and-earth2021/

教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

東京大学地震研究所衛星
リモートセンシングに基づく
火山学分野助教公募

職名及び人数：助教1名
採用予定時期：採用決定後のできるだけ早い
時期 

契約期間 ：期間の定めなし なお，本研究所
の教員の任期に関する内規により，満 55 歳
を超える教 員については，次年度の初めに
教員の所属する組織（分野）の職に 5 年 以
内の任期を定める．再任は本研究所教授会の
承認を得た場合に 1 回限 り可とする（ただ
し，東京大学教員の就業に関する規程に定め
るところ の定年による退職の日を超えるこ
とはできない）．また，本公募により雇 用さ
れた助教は，採用後 10 年をめどに教授会メ
ンバーによる総括的評 価が行われる．詳細
については，問い合わせ先に照会のこと． 
試用期間 ：採用された日から６月間 
就業場所 ：地震研究所（東京都文京区弥生
1-1-1） 
所属 ：火山噴火予知研究センター 
研究分野 ：衛星リモートセンシングに基づ
く火山学分野 地震研究所では，火山活動の
理解や噴火予測能力の向上のために，火口 
近傍での地上観測に加えて，衛星によるリモ
ートセンシングシステム （RealVOLC）を立
ち上げ，アジア太平洋域活火山のリアルタイ
ム観測 を行うと共に，発生する噴火の解析
にあたっている．本公募では，衛星 などに
よるリモートセンシング技術に基づき火山ガ
スを含む表面現象 を観測し，地上のデータ
や噴煙柱シミュレーションモデルと統合して
火 山噴火現象の理解を目指す人材を求める．
本公募で採用された者には， 将来の衛星仕様
の策定などに参加して火山観測を考慮した衛
星開発に も積極的に貢献していくこと，衛
星によるリモートセンシングを通じた 海外
の機関との国際共同研究を進めること，大学
院教育を通じて将来の 人材育成に貢献する
ことも期待される． 
応募資格 ：着任時点で博士の学位を有する
者（外国での同等の学位を含む） 
応募締切 ：令和3年10月29 日（金）午後5時
必着 
問い合わせ先：東京大学地震研究所 地球計
測系研究部門 中谷 正生 TEL: (03) 5841-5763 
E-mail: nakatani@eri.u-tokyo.ac.jp
提出書類や提出方法等，公募の詳細はHPを
参照して下さい．
https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/recruitinfo/
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第12回惑星地球フォトコンテスト：日本地質学会会長賞
「上五島で新たに見出された海底地滑り構造」

写真：正会員　川原和博（長崎県）

撮影場所：長崎県 五島列島中通島　南松浦郡新上五島町　砕石場

撮影者より：五島列島中通島の基盤は中新世中期に堆積した非海成の五島層群です．その五島層群を中新世後期の有川層が
不整合に覆っています．有川層は下位から上位へ火砕流堆積物，細粒砂岩，泥岩，火砕流堆積物と遷移しています．写真は
上部の火砕流堆積物（白色）の一部が下位の泥岩（黒色）へ乱雑に再堆積した海底地滑り堆積物の構造を示しています．
　2020年（令和2年）10月24日午前10時撮影．採石場の加藤産業（株）の職員の方に案内してもらい，この露頭を見た瞬間，
同行の武内浩一氏（長崎県地学会）と思わず声を上げてしまいました．高さ130m，幅150m以上の大露頭です．右下に削岩
機とパワーショベル，重ダンプトラックが写っています．45年前（1976年）この露頭近くのつづら折りの急な町道でルート
マップを作成し，有川層の層序を立て，海棲貝化石を採取しました．当時，採石場はまだ稼業していなく，その付近の海岸
線は切り立った海食崖の連続で踏査できませんでした．

審査委員長講評：巨大な採石場を撮影した作品で，その大きさは右下のパワーショベルからよくわかります．露頭は砂塵な
どによって不明瞭になってしまうことが多いのですが，この露頭では地質構造が明瞭です．露頭のスケッチと合わせてこの
作品をじっくりと眺めたいものです．高い位置から撮影していますが，ドローンでの撮影でしょうか．地質関係者でなけれ
ばとれない作品です．（白尾元理）

地質的背景：本層は，上五島の中央部にみられる不思議な礫岩層の巨大露頭である．五島列島では中新世の砂岩泥岩やグリ
ーンタフ火山岩類を基盤としており，本層はこれらの地層を不整合で覆う堆積物である．この上位には厚い流紋岩質の火山
砕屑岩が重なっている．どのような場所でどのようなイベントが起こってこの分厚い堆積物ができたか不明であり，特に陸
上堆積環境の五島層群に海洋環境なったかどうかを示すカギとなる地層である．古くから採石によりできた巨大露頭は地質
事件を示す重要な証拠写真となり，是非とも保存してほしいところである．（清川昌一：九州大学）

表紙紹介

　自宅や勤務先等登録内容にご変更があった場合は，速やかに学会事務局までご連絡をお願い致します．
毎月の会誌や大切な郵便物が届かなくなってしまいます．情報の変更は，学会ホームページ「会員ページ」
にログイン（ID：会員番号）していただければ，ご自身で登録内容を更新する
ことも可能です．
ご協力をよろしくお願い致します．

問い合わせ：日本地質学会事務局　メール：main@geosociety.jp　
電話 03-5823-1150　FAX 03-5823-1156
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C A L E N DAR
2021.9～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2021年
■9月　September
（共）2021年度日本地球化学会第68
回年会
9月1日（水）～15日（水）討論実施期間
9月6日（月）～8日（水）Zoomセッション
9月7日（火）夜間集会
9月9日（木）総会・授賞式・受賞講演
9月9日（木）～10日（金）弘前セッション
9月21日（火）閉会式

（注）全面オンライン開催となった場合：9月
6日（月）～10日（金）Zoomセッション
場所：オンライン会場および弘前大学会場

（弘前大学50周年記念会館）のハイブリッド
開催
http://www.geochem.jp/meeting/

★日本地質学会第128年学術大会（名
古屋大会）
9月4日（土）～6日（月）
会場：名古屋大学東山キャンパス + オンラ
イン開催

（後）第64回粘土科学討論会
9月14日（火）～ 18 日（土）

（ポスター発表はリモートおよびオンデマン
ド方式）

会場：信州大学 長野（工学）キャンパス 
http ://www.cssj2 .org/event/annual_
meeting/

日本土壌肥料学会2021北海道大会
9月14日（火）～16日（木）（オンライ大会）
※全面オンライン大会に変更
https://www.jssspn.org/2021/

日本鉱物科学会2021年年会
9月16日（木）～18日（土）
場所：広島大学東広島キャンパス
http://jams.la.coocan.jp/nenkai.html

国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2021年大会及び第18回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
9月17日（金）-19日（日）（会議）
9月20日（月）-21日（火）（野外巡検）
会場：中国青島
ファーストサーキュラー :
www.gondwanainst.org/symposium/2021/
IAGR2021Invitation.htm

（注）中国国外の参加者については会議には
オンライン参加のみ，20日～21日の野外巡検
は中止となりました．

2021年度日本火山学会秋季大会
9月20日（月）～22日（水）
場所：東北大学
東日本大震災被災地及び鳴子・鬼首・蔵王地
域への現地討論会も予定．
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html

■10月　October
★日本地質学会第5回ショートコース
10月3日（日）
 ・	9:00-12:00応用地質学への招待：私の現場

から+α：永田秀尚（有限会社風水土）　
 ・	13:30-16:30GISとWebGISによるデジタル地

質情報の利活用：宝田晋治（産総研・地質
調査総合センター） 　

申込締切：2021年9月21日（火）
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0137.html

（後）藤原ナチュラルヒストリー振興
財団設立40周年記念公開シンポジウ
ム

「海と地球の自然史－変わりゆく海洋環境か
ら海洋プラスックごみまで地球の問題を考え
る－」
10月24日（日）13:00～17:00（予定）
形式：オンラインと会場のハイブリッド開催
場所：仙台国際センター
https://40th.fujiwara-nh.or.jp/

■12月　December
地質学史懇話会［オンラインと対面
のハイブリッド］
12月19日（日）13:30-16:30
場所：早稲田奉仕園（東京メトロ東西線早稲
田駅下車徒歩5分）
青木滋之「ダーウィンと科学哲学　―同時
代、現代の視点から―」
加藤碵一「菜食主義とライマン・宮沢賢治余聞」
連絡先：矢島道子pxi02070@nifty.com

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．
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★ジェンダー・ダイバーシティ委員会

日本地質学会第128年学術大会（名古屋大会） 
における 

ダイバーシティ認定ロゴ導入の取り組みについて

2021年８月
日本地質学会ジェンダー・ダイバーシティ委員会 

委員長　堀　利栄

　日本地質学会ジェンダー・ダイバーシティ委員会では，行事
委員会と連携し皆様のご協力の元，今年の学術大会から「ダイ
バーシティ認定ロゴ」を試験的に導入する事に致しました．

　 ダ イ バ ー シ テ ィ 認 定 ロ ゴ に つ い て は，EGU（European 
Geoscience Union）が2021年の学術大会から導入をはじめ，そ
の後JpGU 2021年6月大会においても試験的に導入されました．
ECS認定（ロゴ付与）については，同様な概念の試みが本邦の
さまざまな学会でも導入されています．方法や認定制度は学会

によって異なりますが，ダイバーシティ推進を「見える化」し，
学会活動におけるダイバーシティの推進と該当分野におけるキ
ャリア初期の方への応援を目指す点では同じです．多様な視点
の導入と次世代育成は，学会の活性化と持続可能な発展につな
がります．
　セッションへのダイバーシティ認定ロゴ（EDI）添付のガイ
ドラインとしては，以下の3項目について，１つでも該当項目
がある場合，ロゴを付与する事をまず試行します．

ダイバーシティ認定対象項目
・世話人が複数の性別で構成されている.
・世話人にECS＊注1が含まれる.
・多様な国籍（２国籍以上）の世話人構成または発表者.
　加えて，ECSに該当する方で，希望者に，お名前の横にロゴ
を付与いたします．
＊�注１：ECS （Early Career Scientist）は，この場合，学生・

院生, また PDの場合は博士号取得後7年以内(ただし公私事由
によるキャリア中断年数の加算可）の方で，年齢を問いませ
ん．

　この取組が，ECSの方への応援とご自身のキャリア発展への
きっかけになればと願っております．
　なお，この認定ロゴ付与はあくまで試行で，今回はWRBペ
ージのプログラムおよびオンライン会議においてのみ掲示しま
す．また，申請は任意となっております．日本地質学会の将来
へむけての発展の為，本取り組みにおける皆様のご協力・ご理
解をどうぞよろしくお願い申し上げます．

＜デザインの説明＞今回の「ダイバーシティ認定ロゴ」デザイ
ンは，徳田明仁氏（愛媛大学ミュージアム准教授　デザイン
学・博物館学専門）にお願いしました．徳田氏は，愛媛大学ミ
ュージアムの内装デザインや，来年度完成予定の西予市ジオパ
ーク内ミュージアム（愛媛県城川町）の設計を監修した方です．
EDI：Equality/Equity, Diversity, Inclusionの文字デザイン（特
にDと Iが強調されています）には，日本地質学会のロゴデザ
インを考慮して，中に日本列島とハンマーのデザインが入って
いるそうです．また，カラー版には，日本の象徴である藍色”
Japan Blue”が使われています．一方，ECS: Early Career 
Scientistは，「ECS」を明示するとともに成長を願うデザイン
になっており，カラー版には，芽生えと成長を象徴する薄緑色
が使われています．

委 員 会 だ よ り

EDI：Equality/Equity, Diversity, Inclusion

ECS：Early Career Scientist
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　北海道大学理学院の地球惑星システム科学講座には，岩石
学・火山学研究グループ，進化古生物学研究グループ，地球化
学研究グループ（宇宙化学），地球惑星物質学研究グループ（鉱
物），地球生物圏変動学研究グループ（有機地球化学），ジオテ
クトニクス研究グループから構成されています．ジオテクトニ
クスグループは現在，本稿でご紹
介する亀田純准教授（以下亀田研
究室）とMarie Python助教（マ
リ研究室）の研究室で構成されて
います．私が在籍している亀田研
究室はジオテクトニクスグループ
に属しています．亀田研究室は鉱
物特性やガスの挙動を焦点に断層
運動や地すべり現象などを対象と
し野外調査や室内実験を基に研究
を行っています．岩石中のガスの
組成分析といった化学的な分析か
ら，鉱物の粘度を測定するレオメ
ーターを用いた力学的な実験ま
で，幅広いアプローチで研究をし
ています．マリ研究室はオフィオ
ライトなどに存在する火成岩や蛇
紋岩の岩石学的な研究を主軸にし
ており，採取した岩石サンプルの
薄片作成と顕微鏡下観察やEPMA
を用いた元素分析などを行ってい
ます．近年はコロナ禍の影響もあ
り実施できていませんが，世界最
大規模を誇るオマーンのオフィオ
ライトを調査することが恒例とな
っております．マリ先生は精力的
に野外調査を行っており，フィー
ルドでより多く学びたい学生には
適した場所だといえます．現在本
グループは上述の2つの研究室か
ら構成されていますが，以前は沈
み込み帯付加体地質学や変成岩岩石学・変形微細構造に焦点を
当てた研究室もあり，昨年度で退官された竹下徹先生の研究室
も本グループに存在していました．1，2週間に一度の頻度でグ
ループ全体でのゼミが行われます．ゼミは論文紹介と研究発表
の2回ずつ行い，自らの研究分野の理解に加え，研究室の垣根
を超えた活発な議論により研究方針へのヒントを多く得られる
機会になっています．そのようなゼミが実施できるのも，この
研究グループが非常にアットホームな環境であり，研究室を跨
ぐ交流が多いことが大きな要因です．写真1はグループの他研
究室の野外調査に先生方や学生が参加した際の様子です．
　ここからは私が所属している，亀田研究室について紹介して
いきます．亀田研究室は亀田純准教授にご指導の下研究を行っ
ています．前述のグループゼミに加え，毎月月次報告のミーテ

ィングを行うなど，親身に研究進捗・方針について相談できる
環境が整っています．現在博士課程1名，修士課程2名が在籍し
ています．私は沈み込み帯断層岩中のガスの挙動に焦点を当て
て，研究を行っています．岩石には空隙があり，その空隙内に
は様々なガスがトラップされています．岩石中に含まれるガス
の代表的なものとしては炭化水素や二酸化炭素，水素，窒素な
どが挙げられます．これらのガスの供給源は様々であり，例え
ばメタンなどの炭化水素はバクテリアの生分解反応や有機物の
熱分解反応によって生成されていることが知られています．私
の研究では沈み込み帯断層岩を対象にしており，地震発生帯に
位置する岩石においては断層活動によりガスの生成・挙動が制
御されている可能性があります．地震発生帯とは，プレート境
界で東北地方太平洋沖地震のようなプレート境界型巨大地震の
震源域となる深度のことです．このような岩石試料を「変動帯

岩石実験室（写真2）」に設置して
いるボールミルで破砕し，ガスク
ロマトグラフィーを用いて岩石中
のガス組成の分析を行っていま
す．断層活動に伴う岩石中のガス
の組成・特徴を明らかにし，プレ
ート境界でのガスの挙動への理解
に貢献したいと考えています．他
の研究テーマとしては地すべりに
おける鉱物特性の影響を調べる研
究を実施しています．地すべりと
は，すべり面に沿って堆積物が重
力によってすべり落ちる現象で、
海底・陸上問わず日本各地で起き
ています．地すべりは普段はゆっ
くりと動いていますが，大雨や地
震によって急激に動き，北海道胆
振東部地震や東北地方太平洋沖地
震のような大規模災害の一因とな
る可能性があります．このような
災害を防ぐためには地すべりの発
生・運動機構を知る必要がありま
す．しかし，未だ全容解明には至
っていません．室内実験や数値シ
ミュレーションを行い，地すべり
運動のカギとなるすべり面の形成
に関与していると考えられる鉱物
の影響を明らかにすることが重要
であると考えます．
　以上が北海道大学理学院亀田研
究室の紹介になります．本稿でご

紹介したテーマ以外でも，野外調査と室内実験を基にした，沈
み込み帯や地すべりに関する現象をテーマにした研究を積極的
に行っています．ご興味がある方は研究室のHPをぜひご覧く
ださい．

北海道大学理学院自然史科学専攻地球惑星システム科学講座
ジオテクトニクス研究グループ亀田研究室紹介

畑　良太（北海道大学・理学院・修士課程2年）

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．編集は，現在以下の4名で行って
います．原稿は1500～5000文字程度，図・写真3点以内を目安
に，e-mailでお送りください．
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
a.sakuma@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 佐久間杏樹（東京大）
dkuwano@chiba-u.jp	 桑野太輔（千葉大）
90rymenjpgr@gmail.com	 時永万音（新潟大）
t-morohoshi@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 諸星暁之（東京大）
koki9824k@gmail.com	 吉永亘希（九州大）

写真1（上）　�グループを跨いでの野外調査での一枚（北海
道沙流郡日高町）

写真2（下）室内実験で使用する「変動帯岩石実験室」
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学　会　記　事

日本地質学会2020年度 
第5回理事会議事録

日時：2021年4月3日（土）14:00-18:00
　　　【WEB会議形式】
出席�役員　理事（44名）：上松（渡邉）佐知

子・芦　寿一郎・天野一男・安藤寿男・
磯﨑行雄・ウォリス サイモン・内野隆
之・大藤　茂・岡田　誠・緒方信一・笠
間友博・狩野彰宏・亀尾浩司・亀田　
純・亀高正男・川端清司・北村有迅・清
川昌一・小宮　剛・齋藤　眞・坂口有
人・佐々木和彦・杉田律子・高嶋礼詩・
竹下　徹・辻森　樹・中澤　努・納谷友
規・奈良正和・西　弘嗣・根本直樹・野
田　篤・早坂康隆・平田大二・星　博
幸・細矢卓志・保柳康一・松田達生・松
田博貴・三田村宗樹・道林克禎・矢島道
子・矢部　淳・山口飛鳥　監事（2名）：
岩部良子・山本正司

欠席�役員　理事（5名）：尾上哲治・後藤和
久・小松原純子・内藤一樹・藤井正博 

＊�議決：出席者の過半数 23名
＊�開催にあたって，上松理事および内野理事
を書記に指名した．

報告事項 
1．執行理事会報告
中澤常務理事より2020年度第7回～第11回執
行理事会の報告が行われた．また，会員動静
について緒方理事より説明された．2021年3
月末時点での会員数は合計3284名（昨年比
-162名）．新規加入減は学術大会不開催によ
る．
2．理事・委員会・研究委員会等報告
1）行事委員会（星理事）
2021年度学術大会（名古屋大会）について開
催形式，会期，参加費，発表様式，ジュニア
セッション，懇親会，地質情報展など具体的
な内容について詳しい説明が行われた．また
2022年度学術大会（早稲田大会）について概
要が説明されると共に，2023年度以降の学術
大会の予定（2023年度：近畿支部担当，2024
年度：東北支部担当）について報告があっ
た．さらに昨年度実施し好評を博したショー
トコースを継続・発展させるための運営体
制，内容，今後の予定について説明が行われ
た．
2）地質学雑誌編集委員会(大藤理事)
地質学雑誌の編集状況が説明された．投稿数
はやや低調気味である．
3）アイランドアーク編集委員会（狩野理事）
IARの出版状況，編集状況，印税等について
説明があった．投稿数は好調で，今年は現時
点で19本に及ぶ．特集号企画は効果がある．
また，地質学会とWileyとの契約延長につい
て説明された．なお，2022年度から，Island 
Arc賞の賞金が，今年度から年間ダウンロー

ド賞および学会のオンライン購入義務が廃止
となった旨，報告があった．
4）地質技術者教育委員会（天野理事，佐々
木副会長）
天 野 理 事 よ り2021年3月7日 に 開 催 し た
JABEEオンラインシンポジウムについて報
告があった．また佐々木副会長より地質技術
者教育委員会の活動について説明が行われ
た．今後は好評であったオンラインシンポ，
高校生向けコンテンツの用意等を行ってい
く．
5）地質の日（矢部理事）
チバニアンおよび断層と地震に関するオンラ
インでの一般講演会（5/9）など，地質の日
関連行事について説明が行われた．
3．専門部会年次報告（辻森理事）
2020年度専門部会の年次報告について説明が
行われた．
4．その他
坂口理事より，2021年2～3月に実施した若手
会員に対しての意向動向調査アンケート結果
について説明があった（75名回答：回答率
25%）．高校での地学履修率の状況や，学生
の学術大会参加の実態など興味深い結果が報
告された．詳細は今後ニュース誌に掲載す
る．

審議事項
1．名誉会員候補者の選出について（佐々木
副会長）
3名の候補者について総会に諮ることが承認
された．
2．各賞受賞者の決定（磯﨑会長，竹下理事）
国 際 賞1件， 柵 山 雅 則 賞2件，Island Arc 
Award 1件，計4名の候補者について承認さ
れた（学会賞，小澤儀明賞は該当者なし）．
また，論文賞3件，奨励賞2件，学会表彰1件
の候補について承認された（小藤文次郎賞は
該当者なし）．
選考委員会は，今回の選考の判断基準を明確
に示して，次期委員会に引き継ぐ．また，竹
下委員長から，小藤文次郎賞については地質
学雑誌・Island Arc以外の雑誌も対象となり
選考の負担が大きいため，専門の選考チーム
を設けてはどうかと提案があった．また，奨
励賞・論文賞について，対象論文を専門部会
等が責任をもって網羅的に精査した上で推薦
する方式にしてはどうかとの提案があった．
他理事からは，現在でもそのようにしている
専門部会はあり，それを他部会にも徹底して
頂いてはどうかとの意見が出された．これら
の提案に関しては，執行理事会で議論してい
く．
3．日本ジオパーク学術支援連合への参画
（天野理事）
日本ジオパーク学術支援連合へ参画すること
が承認された．なお，事務局は日本ジオパー
クネットワークが引き受け，地質学会（参加
団体）は分担金を支払う義務がないこと，お
よびジオパーク検定が本連合の事業から外さ
れたことが確認された．他理事からは，地質

関係者が日本ジオパーク委員会にも積極的に
関わっていくべきとの意見があった．
4．行動規範の改定（松田（博）理事）
行動規範の改定案が提示され，承認された．
本規範は時代に則した内容に大幅改定され，
内容は顧問弁護士にも確認済みである．な
お，この規範は本理事会での承認後，有効と
なるので，会員には早急に内容を周知する．
5．各専門部会規則の整備および現行地質過
程部会の解散（廃止）について（辻森理事）
14の専門部会年次報告と部会規則の整備が行
われた．各部会から規則案が提示され，承認
された．また現行地質過程部会については，
部会員の減少，他部会との重複，一定の役割
終了などから解散の希望があり承認された．
6．表彰制度見直しに係る学会運営規則及び
各賞選考規則，各賞選考委員会規則の改正案
（磯﨑会長）
学会運営規則，各賞選考規則および各賞選考
委員会規則の改正案が提案され，承認され
た．
なお，運営規則の承認については総会議案と
なる．他理事からは，賞の種類の増加に伴う
選考委員会の負担増加の懸念や，統一の選考
基準を設ける必要性が示された．
7．地質学雑誌の電子化（中澤常務理事）
ひっ迫した財政状況に鑑み，来年1月より地
質学雑誌を電子化することが承認された．た
だし，ニュース誌については従来通り冊子を
毎月発送する．電子化に当たっては，会費額
も含め会員サービスの維持等について，複数
の理事から様々な意見が出され，これらの課
題について今後早急に議論を進めていくこと
を確認した．まずは，理事会として電子化に
ついて会員に早急かつ丁寧に説明を行ってい
くとの方針が示された．
8．定款の変更及び非会員の日本地質学会名
誉会員推薦の提案（矢島理事）
名誉会員の推薦対象を非会員に広げる提案
は，反対多数により否決された．もともとは
特定の非会員を対象とした提案であったが，
他理事からは，地質学の普及に貢献された非
会員に対しては別の形で感謝の意を示しては
どうかとの意見があった． 
9．2020年度事業実施概要（磯﨑会長）
2020年度事業についての実績概要について説
明がなされ，承認された．
10．2021年度事業計画（磯﨑会長）
2021年度の事業計画骨子案について説明がな
され，承認された．
11．2020年度決算概算（緒方理事）
2020年度決算について説明がなされた．2020
年度は新型コロナウィルス感染拡大による学
術大会の中止によって，新規入会者数（すな
わち会費収入）は減少したが，学術大会以外
にも中止となる事業が多く、支出額も抑えら
れ，最終的には黒字となった．
12．2021年度予算案（緒方理事）
2021年度予算案について説明がなされた．今
年度，学術大会・地質情報展実施のために申
請した科研費が不採択となったため，追加の
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予算計上が必要である旨補足説明があり，そ
れを含めて11項の決算概算案，本予算案はと
もに承認された．他理事からは，今後収入が
減っていく中で，固定費も含め予算削減案を
早急に検討する必要があるのではないかとの
意見があった． 
13．総会議案の決定（中澤常務理事）
6/12総会議案について提案がなされ，承認さ
れた．
14．その他
竹内圭史会員から5000万円の寄付申請があっ
た旨報告があった．ご本人が希望されている
「若手野外地質学者の育成」という使途につ
いて本理事会で承認し，謹んで篤志をお受け
することとした． 

以上

以上，この議事録が正確であることを証する
ため，議長及び出席監事・理事は次に記名・
捺印する．

2021年6月12日
理事：議長　道林克禎
理事：副議長　山口飛鳥
代表理事：会長　磯﨑行雄
理事：副会長　佐々木和彦
理事：副会長　平田大二

監事：岩部良子
監事：山本正司

理事：出席理事名（省略）

2020年度第12回執行理事会議事録

日程：2021年5月8日（土）13:00～17:00
　　　【WEB会議】
出席�者：磯崎，中澤，佐々木，平田，岡田，

松田，高嶋，矢部，ウォリス，辻森，
星，亀高，大藤，小宮，狩野，緒方，堀
（ゲスト　ダイバーシティー関連報告）

欠席：坂口
事務局　堀内　
＊�定足数（過半数：9）に対し，16名の出席
＊�前回議事録（20-11回）の確定． 

報告事項
1．全体的報告
 ・	地質学雑誌完全電子化実施（2022年1月か
らの実施）について，ニュース誌4月号に
掲載した．

 ・	第25期日本学術会議により「学術の大型研
究計画に関するマスタープラン」(マスタ
ープラン2020) のフォローアップと，新規
計画の創出のためのヒアリングが実施され
る（6/26）．地質学会として，昨年選定さ
れた次の研究計画の内容をもってヒアリン
グに参加する．「地球惑星研究資料のアー
カイブ化とキュレーションシステムの構築
（計画番号94 学術領域番号24-1）（担当：

小宮）．
 ・	青少年のための科学の祭典2020（地質学会
後援）の終了報告があった（コロナ感染拡
大防止のため，50大会のうち45大会が中
止）．

 ・	「県の石」出版については，辻森理事が中
心となり，出版に向け標本の写真撮影が進
行中．化石写真が不足しているので博物館
に撮影や写真提供等を交渉予定．また当初
の企画から時間が経過したため，出版社を
再選定中．

2．運営財政部会（緒方・亀高）
1）総務委員会 
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
 ・	朝日新聞社より，第19回高校生・高専生科
学技術チャレンジJSEC2021（募集期間：
21/9/3−10/4）への後援依頼があり，承諾
した．

 ・	日本科学技術振興財団より，青少年のため
の 科 学 の 祭 典2021（ 会 期：21/6/21-
22/2/27，全国49会場で開催予定）への後
援依頼があり，承諾した．

 ・	Tecno-Ocean 2021実 行 委 員 会 よ り，
Tecno-Ocean 2021（会期：21/12/9-12/11，
於 神戸コンベンションセンター）への協
賛依頼があり，承諾した．

 ・	2021年度住友財団 基礎科学研究助成・環
境研究助成募集の案内（締切6/9）【→geo-
flash，ニュース5月号掲載】

 ・	令和3年度北海道職員（学芸員又は研究職
員（地学（古生物））採用選考の案内（締
切5/14）【→geo-flash，ニュース4月号掲
載】

 ・	令和3年度地質調査総合センターの体制に
ついてご挨拶（書面）があった（センター
長：中尾信典氏（新任）ほか）．

 ・	株式会社ダイヤコンサルタント新役員体
制についてご挨拶（書面）があった（代表
取締役社長：野口康彦氏ほか）．

＜会員＞
1．今月の入会者(8名）
正会員（3名）：木村英人，前川　匠，今井宏
太朗
正（院割）会員（4名）：西沢志穂，原田浩
伸，山口麻菜，藤原　寛
正（学部生割）会員（1名）：吉本剛瑠
2．今月の退会者（2名）
正会員（2名）：夏川寛央，梅澤優美　
3．今月の逝去者（4名）
名誉会員（3名）：唐木田芳文（逝去日2021年
1月21日）
石井健一（逝去日2021年2月23日）
星野通平（逝去日2021年4月29日）
正会員（1名)：榊原謙一（逝去日2021年3月9
日）
4．2021年4月末会員数
賛助：27，名誉：38，正会員：3230［正：
3176，院割：52，学部割：2］合計3295（昨
年比-145）

＜その他＞
 ・	日本技術者教育認定機構（JABEE）の
2021年度年会費（10万円）を納入した．

 ・	会員管理システムのクラウド化：2021年度
早期の導入は見送り，現スタンドアロンシ
ステム会社のクラウドシステムの他に5社
から資料説明と見積徴収中．5月末に契約
先の決定を目指す．

3．広報部会（坂口・小宮）
1）広報委員会（坂口）
 ・	第12回フォトコンテスト審査結果発表．画
像および講評を公開した（学会HP，ニュ
ース4月号掲載）．東京パークスギャラリー
（上野公園）にて作品展示会開催中（5/4−
5/17）．

4．学術研究部会（辻森・ウォリス・星）
1）行事委員会（星）
 ・	大会予告記事（ニュース4月号）発行
 ・	学術大会企業ブース代替企画の状況（坂
口）：「2021名古屋大会プログラム＆誌面ブ
ース」の募集としてHPに掲載．また4月中
に関連民間企業40社，書籍出版社14社，研
究機関・学協会11機関，関連大学40教室に
案内を送付した．

 ・	2022年大会：関東支部（会場　早稲田大，
会期を調整中．巡検コースを準備中．）

 ・	2023年大会：近畿支部（会場　京都大）
 ・	ショートコース第3回 5/23（日）津波堆積
物（講師　藤野滋弘・後藤和久），第4回 
7/18（日）論文・科学のあり方（講師　磯
﨑行雄・泊　次郎），第5,6回21年秋開催予
定．

 ・	料金などについて審議（→審議事項）
2）専門部会連絡委員会（辻森）
特になし
3）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	中華民国地質学会（台湾）110周年記念行
事に合わせて磯﨑会長から祝辞（ビデオレ
ター）を送ったが，新型コロナの影響で行
事が延期となった．

4）地質標準化委員会（辻森）
特になし
5．編集出版部会（大藤・狩野）
1）地質学雑誌編集委員会(大藤)
（1）編集状況報告（5月6日現在）
 ・	2021年投稿論文：14［内訳］論説9（和文
8，英文1），レター 1（和文1），報告1（和
文1），ノート2（和文2），口絵1（英文1） 

	 査読中：28 ，受理済み：13（うち特集号8　
案内書3）

 ・	127巻4月号：特集号「堆積学，堆積地質学
の日本における進展と展望，最近25年を中
心として（仮）」総説3，通常号　レター 1，
報告1（50頁，発送済み）

 ・	127巻5月号：通常号　論説2，レター 1，
報告1（50頁，入稿中）

2）アイランドアーク編集委員会(狩野) 
（1）編集状況報告
 ・	2021年(vol. 30)出版状況：25編出版済み（論
説24，その他1），7編出版準備中（論説7）

 ・	2021年投稿状況：22編（論説20，総説1，
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その他1）．最近の投稿が少ないので，会員
の積極的な投稿を促したい．

 ・	2021年被引用状況：2021年Impact factor
の対象になる2019-2020年出版の高被引用
数論文が紹介された．

 ・	特集号進行状況：現在進行中の３つの特集
号は順調に進行し，完結が近づきつつあ
る．論文出版を活性化させるためには，新
たな特集号の企画が望まれる．

1）企画出版委会（小宮）
特になし
6．社会貢献部会（松田・矢部・高嶋）
1）地学教育委員会（高嶋）
 ・	委員会メンバーの追加について：現委員の
多くが退職された方が多いため，世代交代
に備え30-40代の委員を数名追加すること
を検討している．次回理事会で追加メンバ
ーを提案予定．

2）地質技術者教育委員会（佐々木）
 ・	JABEE総会（5/28）は，委任状提出で対
応する．

 ・	2021年6月以降の委員会体制について（→
審議事項へ）

 ・	2021年度委員会事業として下記を企画中．
高校生を対象としたJABEE＆CPD広報/
JABEEカリキュラムに係るオンラインシ
ンポジウム/若手会員のための業界研究サ
ポート（オンライン）．

3）生涯教育委員会（矢部）
　特になし
4．地震火山地質こどもサマースクール（松
田）
 ・	サマスク3学会連合企画委員会参加：5月1
日（土）サマスク3学会連合企画委員会が
zoom会議で開催された．8月実施予定のサ
マスク浅間大会は，宿泊施設の関係で1ヶ
月くらい前に判断する（7/9頃）．現地での
実施が不可能な場合はリモートで開催す
る．来年度以降は，現地開催ができない場
合も想定して事前に計画を練る．来年
（2022）のJpGU学協会セッションにサマス
クのこれまでの活動紹介を主とした内容で
申し込む予定．

5）地質の日（矢部）
 ・	地質の日オンライン一般講演会を5/9（9:30-
12:10）に実施．星理事をはじめみなさん
の協力により，関連学協会へ広報依頼済
み．

 ・	「地質の日事業推進委員会」が中心となり，
関連行事をとりまとめてウェブサイトで案
内している．

7．その他執行理事会の下に設置される委員
会
1）利益相反マネージメント委員会（中澤）
　特になし
8．理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（委員長天野：代
理平田）
 ・	日本ジオパーク学術支援連合会設立準備会
議(4/16)へ出席した．

2）地学オリンピック支援委員会（高嶋）

 ・	昨年度の試験問題に対する意見書を作成
中．

3）支部長連絡会議（平田）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
 ・	（一社）防災学術連携体4/20臨時総会があ
り，中澤常務が出席した．

5）名誉会員推薦委員会（佐々木）
特になし
6）各賞選考委員会（中澤）
特になし
7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（委
員長 堀　利栄）
 ・	日本地質学会賛助共同参画の歩み2020ver 
をとりまとめた．

 ・	2021年度活動計画：学術大会セッションで
のEDIロゴマークの付与，ワークショップ
開催，男女共同参画学協会連絡会へのオブ
ザーバー参加を予定している．

 ・	学会理事や代議員にワークショップへ参
加してもらい，女性理事への立候補を促
す．

8）法務委員会（委員長　松田博貴；代理 中
澤）
特になし
9）連携事業委員会（中澤）
特になし
9．研究委員会
1）地質環境長期安定性研究委員会（委員長　
吉田英一）
特になし
2）南極地質研究委員会（委員長　小山内康
人）
特になし

Ⅰ　審議事項
1．総会運営について
 ・	代議員へzoom総会への出席を促し，定数
確保をする．

 ・	総会における理事の立場（理事は運営側で
あること）を事前に理事にしっかり理解し
ていただく．

 ・	従来，総会では議長・副議長を選任してい
たが，定款・規則では副議長を選任する条
項がないので，今回からは議長1名のみ選
任する．

2．各賞の賞金の廃止，見直しについて
 ・	他の関連学協会の賞金事例などを提示し，
9月の理事会を目途に議論を進める．

3．ショートコースについて，以下の事項を
審議，承認した．
 ・	非会員参加費を￥4,000→￥5,000に値上げ
する．会員価格（¥2,000）と差を大きく
し，会員メリットを強調して入会を促す．

 ・	申し込んだが欠席の方に動画視聴をでき
るようにしたらどうか？（天文学会での実
施例あり）ただし，限定公開としても動画
が拡散する恐れもあるので，実施方法など
は次回審議する．

4．地質技術者教育委員会のメンバー
本年6月より，坂口有人理事をメンバーに加

え，他の10名を留任とし11名体制とする．
6．竹内圭史会員からの寄付金について，寄
付金の受け入れ方法を確認し，竹内会員の意
向に添った事業のための引当金を設けること
とした．引当金の名称は『若手育成事業引当
金(仮)』とする．具体的な事業内容を検討す
るためのTFを立ち上げることとし，メンバ
ーを選定する． 

以上

2021年6月12日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会長（代表理事）磯﨑行雄
署名人　執行理事　中澤　努

2020年度第13回執行理事会議事録

日程：2021年6月12日（土）11:00-12:45
　　　【WEB会議】
出席�者：磯崎，中澤，佐々木，平田，岡田，
松田，高嶋，矢部，ウォリス，辻森，
星，亀高，大藤，小宮，狩野，緒方，坂
口

欠席：なし
事務局　澤木　
＊�定足数（過半数：9）に対し，17名の出席
＊�前回議事録（20-12回）の確定． 

報告事項
1．全体的報告
 ・	産業標準化事業表彰候補者として，産業技
術環境局長表彰・産業標準化貢献者表彰お
よび経済産業大臣表彰にそれぞれ1名ずつ
会員を推薦した．

 ・	緊急事態宣言が延長になったことを受け
て，新型コロナウィルス感染拡大防止に関
する学会の対応を6/1付でHPに掲載した．
宣言発出の地域では，引き続き対面形式の
学会主催行事を中止し，事務局はテレワー
クを継続する．

 ・	日本学術会議大型研究計画マスタープラ
ンに関する提案『地球惑星研究資料のアー
カイブ化とキュレーションシステムの構
築』について：

①�関連学協会に対し共同提案者または賛同者
としての協力を依頼した（日本鉱物科学
会，地球環境史学会，日本堆積学会，日本
古生物学会，日本地球化学学会）
②�日本学術会議地球惑星委員会地球惑星企画
分科会のもとに，「学術試料共有小委員会
（委員長：堀 利栄，副委員長：木村　学）
が設立され，その第1回会合が5/22に開か
れた．
2．運営財政部会（緒方・亀高）
1）総務委員会 
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
 ・	男鹿半島・大潟ジオパーク内での研究活動
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に関する補助金制度・各種申請手続きの支
援制度のお知らせがあった【→geo-flash，
ニュース5月号掲載】

 ・	文部科学省より，令和4年度版学習資料
「一家に１枚」企画募集があった（締切
6/30）【→geo-flash，ニュース5月号掲載】

 ・	令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表
彰科学技術賞および若手科学者賞受賞候補
者の推薦依頼があった．締切：7/21（学会
締切：7/2）【→geo-flash，ニュース6月号
掲載】

 ・	石灰石工業協会より書面にて新年度役員就
任の挨拶を頂いた（会長：関根福一氏（重
任））

 ・	新潟大学旭町学術資料展示館　企画展「殻」
（会期：7/21-8/29）への後援依頼があり，
承諾した．

＜会員＞
１．今月の入会者(9名）
正会員（2名）：松永 豪・花井 崇
正（院割）会員（7名）:野部勇貴・加藤真由
子・小淵俊秀・唐　双寧・栗原那知・須蒲翔
太・清水光基　
２．今月の退会者
なし
３．今月の逝去者（2名）
正会員（2名)：三好　誠（逝去日2021年5月4
日）・留岡　昇（逝去日2021年6月1日）
４．2021年5月末会員数
賛助：27，名誉：37，正会員：3239［正：
3180，院割：57，学部割：2］合計　3303
（昨年比-149）
＜会計＞
 ・	竹内圭史会員より寄付金5千万円の入金を
頂いた（5/27）．

＜その他＞
 ・	事務局職員の新型コロナワクチン接種時の
勤怠について，国策としての公衆衛生上の
観点から，「出勤扱い」として勤怠処理す
ることとした．

 ・	会員管理システムのクラウド化について
は，複数社相見積もりを検討中．5年間程
度の長期間のコストを比較して，次回執行
理事会で検討予定．

3．広報部会（坂口・小宮）
1）広報委員会（坂口）
 ・	5/9以降Q&Aコーナへの質問3件，2件回答
すみ．

 ・	ジオルジュ 2021年前期号を発行した．
 ・	学会HP英語版は現状では日本語版（会員
システムと一体）とは異なるシステムで構
築されており，修正などが迅速にできな
い．会員システムのクラウド化とタイミン
グ合わせて，和英統一したシステム運用に
移行し，迅速な編集体制を整えたい．

4．学術研究部会（辻森・ウォリス・星）
1）行事委員会（星）
 ・	2021名古屋大会について
　⇨�5/20より学術大会演題登録・講演要旨受

付を開始した（締切6/30）
　⇨�e-posterなど新たな試みについて，会員

に向けた説明会を開催予定（6/21（月）
12:30よりzoom）．

　⇨�予告記事（ニュース誌4月号）以降で，
e-poster，表彰式関連，懇親会などにつ
いて変更点があるので，HP，ニュース
誌，geo-Flashで周知する．

 ・	2022年早稲田大会巡検コースに：LOCよ
り9コースの提案があった．

 ・	ショートコース第3回 5/23（日）津波堆積
物（講師　藤野滋弘・後藤和久）を開催し
た．参加申込90名（参加実数：87名・84
名）．第4回 7/18（日）論文・科学のあり
方（講師　磯﨑行雄・泊　次郎）の参加申
込受付中（締切7/5）．第5,6回は21年秋開
催予定．

 ・	日本地球化学会2021年度年会特別セッシ
ョン「北日本におけるグローカル地球科学
総合研究」が地質学会共催で9/9or10（弘
前大）で実施．地質雑に特集号を投稿予
定．

2）専門部会連絡委員会（辻森）
 ・	環境地質部会と地質環境長期安定性研究
委員会との合流については，9月理事会で
提案予定で準備中．10/1からの発足を目指
している．

3）国際交流委員会（ウォリス）
特になし
4）地質標準化委員会（辻森）
特になし
5．編集出版部会（大藤・狩野）
1）地質学雑誌編集委員会(大藤)
（1）編集状況報告（6月10日現在）
 ・	2021年投稿論文：21［内訳］論説12（和文
11，英文1），レター 1（和文1），報告2（和
文2），ノート3（和文3），口絵3（和文2，
英文1） 

	 査読中：29 ，受理済み：13（うち特集号
10）

 ・	127巻5月号：通常号　論説2，レター 1，
報告1（60頁，発行済）

 ・	127巻6月号：名古屋巡検案内書3，通常号　
論説1，レター 1，報告1（55頁，校正中）

2）アイランドアーク編集委員会(狩野) 
 ・	編集状況報告があった．最近投稿数が減少
気味のため積極的に投稿をしてほしい．特
に特集号の提案を求めている．

3）企画出版委員会（小宮）
 ・	やばすぎ! 古生物図鑑（日本地質学会監修，
宝島社，2019年発行）の7000部重版が決定
した（2021年7月上旬予定）．監修者に修正
箇所を確認中．

6．社会貢献部会（松田・矢部・高嶋）
1）地学教育委員会（高嶋）
特になし
2）地質技術者教育委員会（佐々木）
①地質技術者教育委員会活動（委員の追加お
よび第2回委員会開催）②JABEE関連（2021
年そJABEE定時総会開催報告，天野委員長
フェロー認定ほか）③2021年度委員会事業
（高校生対象の広報活動，業界研究サポート
ほか）についてそれぞれ資料での報告があっ

た．
3）生涯教育委員会（矢部）
特になし
4）地震火山地質こどもサマースクール（松
田）
 ・	5月30日に開催されたサマスク関係者会議
に参加した．群馬県内の感染拡大によりも
う一年サマースクールの開催延期を決定．
2022年の開催地のエントリーはなしのた
め，延期は可能．

 ・	これまでのサマスクの活動を紹介する内
容でJpGUの学協会セッションの申請を検
討していく．

 ・	来年のサマスクも状況によってオンライ
ンになる可能性があるため8月16～18日の
間に，試験開催をする．オンライン開催に
向けての素材の撮影やオンラインの試験
発信を行なうイベントを開催し，問題点や
実施に向けての可能性を探る．

5）地質の日（矢部）
 ・	地質の日オンライン一般講演会が好評で
あった．9月に予定している街中ジオ散歩
の開催可否については6月中に判断する．

7．その他執行理事会の下に設置される委員
会
1）利益相反マネージメント委員会（中澤）
　特になし
8．理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（委員長天野：代
理平田）
特になし
2）地学オリンピック支援委員会（高嶋）
 ・	地学オリンピック日本委員会より，第14回
日本地学オリンピック予選・本選問題作成
者の推薦依頼があり，会員1名を推薦した．

3）支部長連絡会議（平田）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
 ・	特になし
5）名誉会員推薦委員会（佐々木）
 ・	6月12日総会において候補者3名の承認を
諮る．承認されれば，就任式は9月5日名古
屋大会においておこなう予定であり，当人
への通知，就任メッセージなどについて事
務局が中心となって準備を開始する．な
お，当委員会の任期は今年の12月までであ
るが，実質的な委員会活動は総会終結をも
って終了となる．

6）各賞選考委員会（中澤）
 ・	2021年度委員長の交代：委員間の互選によ
り，西　弘嗣理事を各賞選考委員会2021年
度委員長に選出した．

7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（委
員長 堀　利栄）
 ・	座談交流会 (ジェンダー・ダイバーシティ
委員会Workshop) 開催予定：多様な視点
で地質学会に物申そう！「地質分野の多様
性を増やすには：持続可能で闊達な学会を
目 指 し て 」（2021年8月1日（ 日 ）10:00-
11:30，遠隔開催 (Zoom)）

8）法務委員会（委員長　松田博貴；代理 中
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澤）
特になし
9）連携事業委員会（中澤）
特になし
9．研究委員会
1）地質環境長期安定性研究委員会（委員長　
吉田英一）
特になし
2）南極地質研究委員会（委員長　小山内康
人）
特になし

Ⅰ　審議事項
1．2021年度総会，第１回理事会の議事およ
び資料の確認
総会・理事会の議事・進行について確認し
た．
2．ショートコースの動画視聴について
講師の許諾が得られた場合のみ動画視聴を可
とし，ダウンロードやURLの再配布など行
わないよう参加者に強く呼びかける．また，
CPD受講証明書は当日出席者のみを対象と
して発行する．
3．各賞の賞金の廃止，見直しについて

学会の財政難と関連学協会の状況からも，賞
金廃止は妥当との意見も上がるなか，若手会
員へ賞の授与は研究奨励の目的が大きいた
め，若手に対する賞には賞金を継続させるべ
きとの意見もあった．次回継続審議とした．

以上

2021年7月10日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会長（代表理事）磯﨑行雄
署名人　執行理事　中澤　努

会員の声

日本の北極地域研究のパイ
オニア太田昌秀さんを偲ぶ
　日本の北極地域研究のパイオニアであり，
2009年に日本地質学会国際賞を受賞された日
本地質学会元会員の太田昌秀さんが3月6日ノ
ルウェー国オスロでご家族に見守られながら
88歳で逝去されました．
　太田さんは，1933年飛騨山脈の山並みが美
しい長野県大町市で稲作とリンゴ栽培をする
農家の5人兄弟の長男として誕生．中学時代
から石に興味を持ち，自宅近くの河原に紐を
はり，その紐に触れた石を集めて名前を調べ
たとのことです．1949年に入学した県立大町
南高等学校では地学部をつくり，熱心に岩石
学を勉強されました．父親から大学進学は農
学部なら許すと言われ，仕方なく明治大学農
学部へ入学したが，親には黙って半年でや
め，北海道大学理学部地質学鉱物学科をめざ
し東京で受験勉強に励みました．その間，奥
さまとなる小林近子さんと出会われたようで
す．1953年4月北大に入学し，翌年10月に念
願の理学部地質学鉱物学科に移行しました．
　1962年3月北大大学院博士課程修了ととも
に理学部助手（一般教育等地学担当）とな
り，その間近子さんと結婚され，育児院生の
はしりでした．院生・助手時代の1958～65年
にかけて主に飛騨変成帯や隠岐島後の地質
学・岩石学について多数の論文を地質学雑誌
ほかに発表されました．1964～66年には長石
研究の縁でオスロ大学T.W.Barth教授にポス
トドクとして師事され，1966年夏にスバール
バル地質調査隊に参加してその後終生の研究
テーマとなったスピッツベルゲン島の地質学
的・岩石学的研究を始めました．1968年にも
ノルウェー極地研究所のスバールバル地質調
査隊に参加しました．1969～70年には北大ヒ

マラヤ学術調査隊副隊長として中央ネパール
の地質学的調査に参加，帰国後にその成果と
ともに北大のそれまでの調査隊の調査報告を
中心となって纏めて出版した『Geology of 
the Nepal Himalayas』(1973，菜根出版)は第
10回秩父宮記念学術賞を受賞しました．
　札幌オリンピックの1972年，太田さんは近
子夫人，二人のお子さん（小学男女）ととも
にノルウェーに移住し，ノルウェー極地研究
所研究員となりノルウェー教授資格を取得さ
れました．主任研究員として南北両極地の地
質調査を精力的に行い，スバールバル諸島や
ロシア～カナダの北極圏での調査は35回，日
本隊も含め南極観測隊には6回参加していま
す．これらのスウェーデン・ロシア・フラン
ス・イギリス・アメリカ・ドイツ・南アフリ
カなどの研究者との共同研究を通して，太田
さんは極域の地球科学の発展と国際交流に大
きな役割を果たされ，その研究成果は4冊の
本と200編を超える論文として発表されてい
ます．また，ノルウェーなど北極圏での日本
人科学者による研究を支援され，特に1989年
頃にはスピッツベルゲン島のニーオルスン国
際共同観測センターにおける日本の観測基地
開設において太田さんの助言や尽力がありま
した．1993年から数年続いた日本・ロシア・
ノルウェーによる国際北極海航路計画におい
ても大きな貢献がありました．これらの功績
により，2009年に日本地質学会国際賞を受賞
されました．
　太田さんは1968年のスバールバル調査の後
３ヶ月ほどをオスロのFridtjof Nansenの旧
宅に住まわれ，彼の書斎でフラム号探検の膨
大な学術報告書をのぞき見したり，ナンセン
の遺品に接したとのことです．そのような体
験や極地研究におけるさまざま国の研究者た
ちとの共同研究の経験から，北極探検家・海
洋学者・国際連盟難民高等弁務官として活躍
したナンセンの生き方に共感し，太田さんは
「科学の分野でさえ，異なった国々の協同研
究は関係国の間に今まで築かれてきた信頼関

係に強く依存している．まして人種が異な
り，歴史や文化がちがう人々の間で世界の平
和を追求する時，何より大切なことは相互信
頼であり，ナンセンの生き方から私はそれを
つくづくと学んだ」と述懐しています．そし
てナンセンへの敬意を込めて『Fram over 
Polhavet』（2巻，1897）を全訳し，『フラム
号 北極海横断記―北の果て―』（1998，ニュ
ートンプレス）として出版しています．
　太田さんは文筆に優れ，絵の才能もありま
した．スピッツベルゲンでの調査ではよく水
彩画を描かれたようですが，絵の具を溶かす
水が寒さで凍るので，水の代わりにウォッカ
を使うんだと笑っておられました．オスロで
は個展を3回開催されたということです．
　波乱に満ちた人生を終えられた太田さんの
暖かみのある辛辣な批評と優しい微笑み，そ
してあの大きないびきを思い出しつつ，心か
らご冥福をお祈りいたします．お墓はオスロ
のご自宅からバスで10分ぐらいの墓地にある
白い花崗岩とのことです．

正会員　在田一則（NPO法人北海道総合地
質学研究センターシニア研究員）

日本・ノルウェー友好親善への貢献により國
方俊男大使（右）から在外公館長表彰を受け
る太田さんご夫妻（2015年8月14日）「出典：
在ノルウェー日本国大使館ホームページ（一
部修正）」
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（注）ご提供いただいた個人情報は、日本地質学会プライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います．

＊受付（　 　年　 　月　 　日） ＊入金（　 　年　 　月　 　日）　振替 ・ 現金 ・ 銀行 ・ 他

＊承認（　 　年　 　月　 　日） ＊送本（　 　巻　 　号）

　　ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店／当座 0028067 ／一般社団法人日本地質学会 ｼﾔ)ﾆﾎﾝﾁｼﾂｶﾞﾂｶｲ

※２：学部学生割引，院生割引を希望される方は，下記の割引申請欄に指導教員の署名，捺印をもらってください．

会員名簿の掲載項目：2年に1度，会員名簿を発行しています．氏名・所属先は掲載必須項目です．下記の項目について掲掲載載をを拒拒否否すするる項項目目ににはは
□□ ににチチェェッッククをを付付けけててくくだだささいい（（チチェェッッククがが無無いい項項目目はは掲掲載載承承諾諾いいたただだいいたたももののととししまますす））．

□ 最終学歴　　□ 所属先学科名・部課名（掲載不可の場合は「○○大学○○学部」，「㈱△△△△社」までを必須項目として掲載）

□ 所属先住所　　□所属先電話・FAX番号　　□自宅住所　　□自宅電話・FAX番号　　□e-mail Address

ローマ字表記　family name

　入会ご希望の方は下記の入会申込書を一般社団法人日本地質学会事務局へお送りください．

　申込書送付先：101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　一般社団法人日本地質学会

　送金先：郵便振替口座　00140-8-28067　一般社団法人日本地質学会

　会費（※１）年額：正会員 12,000円　（学部学生割引＊5,000円，院生割引＊8,000円【定収のない方に限る】　※２）
※１：学会費には地質学雑誌の購読料が含まれています．

＊会員番号

太太枠枠内内ののみみににごご記記入入くくだだささいい（（＊＊OOffffiicciiaall  uussee  oonnllyy））

一一般般社社団団法法人人日日本本地地質質学学会会入入会会申申込込書書　　　　 Application form for the Geological Society of Japan

氏名（ふりがな）　Name　in　Japanese

＊会員種別　 □ 正会員　（□ 学部学生割引　・　□ 院生割引）

※e-mail Addressは地質学会からのメルマガ配信用，その他連絡用に登録します．携帯電話各社のe-mail Addressを記入の場合は登録いたしません．ご注意ください．
※所属先（代表）の問い合わせ専用　e-mail Address　は記入しないでください．

      年Year        月Mo        日Day  生born on Sex： □ 男 Male　　□ 女 Female　　Country：

学校 High school 年卒業 Year completed
学歴 Academic career：

電話 Phone： ファックス Fax：

所属機関名称・所属機関住所 Affiliation with address： (郵便番号 Zip code - ）
※ 郵便物がきちんと届けられるよう，ご記入ください．

e-mail Address：

学学部部学学生生割割引引・・院院生生割割引引申申請請欄欄：：運運営営規規則則にに基基づづきき，，学学会会費費のの割割引引申申請請ををいいたたししまますす．．

上記本学の学生につき，　　□□　　学学部部学学生生   ・・   □□　　定定収収ののなないい院院生生（（研研究究生生））　〔いずれかにチェックをつけてください〕

 であることを証明いたします．

first name

　１．地域地質　　２．層序　　３．堆積地質　　４．現行地質過程　　５．海洋地質　　６．構造地質　　７．岩石　　８．火山　　９．応用地質

　10．環境地質　　11．情報地質　  12．古生物　　13．第四紀地質　　14．環境変動史　15．鉱物資源

連絡先 Correspondence：　　□　自宅　Home □ 所属機関　Office

紹介者名（正・院生会員）　 　印

　　指指導導教教員員　　所所属属：：　　 　　氏氏名名：：　　 　　印印

　　＠

電話 Phone： ファックス Fax：

興興味味専専門門分分野野：：あなたの興味専門分野を教えてください．３つまで選択することができます． （該当する項目に○印を付けて下さい）

　１．層位　　２．堆積・堆積岩　　３．古生物　　４．構造地質　　５．火山・火山岩　　６．深成岩　　７．変成岩　　８．鉱床地質（金属・非金属）

　９．鉱床　　10．鉱物　　11．燃料地質　　12．地熱　　13．第四紀　　14．環境地質　　15．都市地質　　16．土木地質　　17．土質工学

　18．水文地質　　19．探査地質　　20．土木工学　　21．情報地質　　22．地震地質　　23．海洋地質　　24．地球物理　　25．地球化学

　26．地質年代学　　27．地理　　28．地学教育　　29．考古学　　30．その他　　40．地球惑星

入入　　会会　　のの　　ごご　　案案　　内内

　入会には正会員1名の紹介が必要です．近くに紹介者となるべき会員がいない場合はその旨お申し出ください．また，初年度の会費は

申込書郵送時から時間の間隔をおかずに下記送金先へ速やかにご送金ください．会員としての正式登録は，入会承認後，初年度会費

の入金を確認した上で行い，雑誌の送付（4月号から）を開始いたします．

大学 University  学部 Faculty 年　 月 卒業（見込み）Year completed

修士 Master： 大学Univ. 研究科Fac. 年　    月 修了（見込み）Year completed

博士 Doctor： 大学Univ. 研究科Fac.       年　　　     月 修了（見込み）Year completed

自宅住所 Home address： (郵便番号 Zip code - ）

Recommended by (name of member)  Signature

専専門門部部会会：：現在，下記の15の専門部会があり活動しています．専門部会に参加ご希望の方は登録をお願いします．所属希望の部会を３つまで選択する
　ことができます．（該当する項目に○印を付けて下さい）
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SMBCファイナンスサービス株式会社

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

令和　　年　　月　　日
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84
円

切
手
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住 所
氏 名
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し
ろ
①

の
り
し
ろ
②

裏 面 の り し ろ ③

の り し ろ ③

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町

　二 丁 目 八
＿ 一 五 　井 桁 ビ ル 内

　 一 般 社 団 法 人 日 本 地 質 学 会 　 御 中

オ 　 　リ 　 　線

オ 　 　リ 　 　線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （東京都立大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp
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